
(57)【要約】

【課題】指がセンサ素子に置かれたことを検知して、消

費電力を削減し、部品点数が少なく構造簡単な指紋入力

装置を提供する。

【解決手段】指紋を読み取るためのセンサ素子１及び指

がセンサ素子１に置かれたことを検知するためのスイッ

チ３を有し、前記スイッチ３の作動により活性化する指

紋入力装置において、前記スイッチ３はプッシュ式であ

って、前記センサ素子１及び前記スイッチ３は筐体４に

固定され、かつ前記スイッチ３は前記センサ素子１面と

前記筐体４を挟んで反対側の面に配置されている。前記

スイッチ３をプッシュ式の代わりに感圧式とし、押し下

げ圧が適切であるかどうかを使用者に知らせる手段を設

けてもよい。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
指 紋 を 読 み 取 る た め の セ ン サ 素 子 及 び 指 が セ ン サ 素 子 に 置 か れ た こ と を 検 知 す る た め の ス
イ ッ チ を 有 し 、 前 記 ス イ ッ チ の 作 動 に よ り 活 性 化 す る 指 紋 入 力 装 置 に お い て 、 前 記 ス イ ッ
チ は プ ッ シ ュ 式 で あ っ て 、 前 記 セ ン サ 素 子 及 び 前 記 ス イ ッ チ は 筐 体 に 固 定 さ れ 、 か つ 前 記
ス イ ッ チ は 前 記 セ ン サ 素 子 面 と 前 記 筐 体 を 挟 ん で 反 対 側 の 面 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 指 紋 入 力 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ス イ ッ チ を シ ー ト で 覆 っ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 指 紋 入 力 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
指 紋 を 読 み 取 る た め の セ ン サ 素 子 及 び 指 が セ ン サ 素 子 に 置 か れ た こ と を 検 知 す る た め の ス
イ ッ チ を 有 し 、 前 記 ス イ ッ チ の 作 動 に よ り 活 性 化 す る 指 紋 入 力 装 置 に お い て 、 前 記 ス イ ッ
チ は 感 圧 式 で あ っ て 、 前 記 セ ン サ 素 子 及 び 前 記 ス イ ッ チ は 筐 体 に 固 定 さ れ 、 か つ 前 記 ス イ
ッ チ は 前 記 セ ン サ 素 子 面 と 前 記 筐 体 を 挟 ん で 反 対 側 の 面 に 配 置 さ れ 、 さ ら に 押 し 下 げ 圧 が
適 切 で あ る か ど う か を 使 用 者 に 知 ら せ る 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 指 紋 入 力 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 手 段 が 、 発 光 装 置 、 発 音 装 置 、 又 は バ イ ブ レ ー タ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に
記 載 の 指 紋 入 力 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 筐 体 の 内 部 に 制 御 部 を 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 指
紋 入 力 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 筐 体 の 外 部 に 制 御 部 を 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 指
紋 入 力 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 個 人 を 識 別 す る た め の 指 紋 入 力 装 置 、 特 に 指 紋 を 読 み 取 る た め の セ ン サ 素 子 面
と 筐 体 を 挟 ん で 反 対 側 の 面 に 、 指 が セ ン サ 素 子 に 置 か れ た こ と を 検 知 す る た め の ス イ ッ チ
を 設 け た 指 紋 入 力 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 指 紋 入 力 装 置 は 、 通 常 他 の 装 置 、 例 え ば コ ン ピ ュ ー タ に 接 続 し て 使 用 さ れ る 。 該 コ
ン ピ ュ ー タ が 不 特 定 の 人 間 に 操 作 さ れ る こ と を 防 ぐ た め に は 、 コ ン ピ ュ ー タ の 操 作 を 行 お
う と し て い る 使 用 者 が 操 作 を 許 可 さ れ た 者 か ど う か 確 認 す る 必 要 が あ る 。 こ の た め 指 紋 入
力 装 置 を 用 い て 操 作 者 の 指 紋 を 取 得 し 、 あ ら か じ め 登 録 し て お い た 操 作 許 可 者 の 指 紋 と 照
合 す る こ と で 認 証 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
以 上 か ら 分 か る よ う に 、 指 紋 入 力 装 置 は 常 時 動 作 が 必 要 な 装 置 で は な い 。 よ っ て 消 費 電 力
を 削 減 す る た め に は 、 指 紋 が 入 力 さ れ て い る 時 の み 動 作 す る こ と が 望 ま し い 。 か つ 、 指 紋
が 入 力 さ れ た 際 に は 確 実 に 動 作 す る こ と が 必 要 で あ る 。 よ っ て 、 何 ら か の 手 段 で 指 紋 の 入
力 を 検 知 し 、 検 知 信 号 に よ っ て 所 定 の 動 作 を 開 始 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
指 紋 入 力 の 検 知 信 号 を 発 生 さ せ る 特 別 の 機 構 を 持 た な い 指 紋 入 力 装 置 の 場 合 は 、 指 紋 入 力
装 置 を 常 に 活 性 化 し て お き 、 セ ン サ 素 子 か ら 連 続 的 に 画 像 を 取 得 し 、 得 ら れ た 画 像 が 指 紋
画 像 か ど う か ソ フ ト ウ ェ ア で 判 定 す る 必 要 が あ る 。 こ の 場 合 、 こ の ソ フ ト ウ ェ ア の た め の
格 納 容 量 と 処 理 容 量 が 必 要 で あ り 、 そ の 分 の 電 力 が 消 費 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ こ で 、 指 紋 入 力 装 置 に 検 知 信 号 を 出 力 す る た め の ス イ ッ チ を 設 け た 例 と し て 、 下 記 特 許
文 献 １ が 挙 げ ら れ る 。 装 置 本 体 と は 別 に 読 み 取 り 開 始 ス イ ッ チ を 設 け た も の で 、 採 取 操 作
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者 が ス イ ッ チ を 操 作 す る こ と が 前 提 で あ り 、 被 採 取 者 が 指 紋 検 知 対 象 の 手 で 操 作 す る た め
の 最 適 な 配 置 ま で は 述 べ て い な い 。 ま た 、 こ の 例 は 光 学 的 に 指 紋 を 読 み 取 る 方 式 の み に 限
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
指 紋 入 力 装 置 は 、 指 紋 認 証 の た め の 画 像 処 理 に 適 し た 品 質 の 画 像 を 取 得 す る 必 要 が あ る 。
画 像 の 品 質 は 、 指 を セ ン サ 素 子 に 置 く 際 の 押 し 下 げ 圧 に 依 存 す る た め 、 品 質 の 高 い 画 像 を
得 る た め に は 、 適 切 な 押 し 下 げ 圧 で 指 を セ ン サ 素 子 に 置 く 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
下 記 特 許 文 献 １ の も の は 、 押 し 下 げ 圧 が 適 切 で あ る か ど う か 使 用 者 に 通 知 す る 手 段 が な い
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
押 し 下 げ 圧 が 適 切 で あ る か ど う か 使 用 者 に 通 知 す る 手 段 が な い 指 紋 入 力 装 置 の 場 合 、 使 用
者 は 全 く 任 意 の 押 し 下 げ 圧 で 指 紋 の 入 力 を 行 う 。 よ っ て 指 紋 入 力 装 置 に は 、 得 ら れ た 画 像
の 品 質 を 判 定 す る た め の ソ フ ト ウ ェ ア が 必 要 と な る 。 該 ソ フ ト ウ ェ ア は 画 像 の 品 質 を 判 定
し 、 所 定 の 品 質 に 達 し て い な い 場 合 に は 画 像 の 取 り 直 し を 行 わ な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
以 上 の よ う に 、 使 用 者 に 適 切 な 指 の 押 し 下 げ 圧 を 通 知 す る 手 段 を 持 た な い 指 紋 入 力 装 置 で
は 、 複 雑 な ソ フ ト ウ ェ ア 処 理 が 必 要 で あ る 。 そ の 結 果 、 ソ フ ト ウ ェ ア の 格 納 容 量 と 処 理 量
が 増 大 し 、 消 費 電 力 が 増 加 し て し ま う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
そ こ で 、 使 用 者 に 適 切 な 指 の 押 し 下 げ 圧 を 検 知 す る ス イ ッ チ を 持 っ た 指 紋 入 力 装 置 が 下 記
特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る よ う に 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ７ は 、 下 記 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る 指 紋 入 力 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ７ に お い て 、 １ １ は セ ン サ 素 子 、 １ ２ は セ ン サ 素 子 １ １ の 上 面 、 １ ３ は 板 バ ネ 、 １ ４ は
ス イ ッ チ で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
適 切 な 押 し 下 げ 圧 を 使 用 者 に 通 知 す る た め の ス イ ッ チ 、 及 び 指 紋 入 力 の 検 知 信 号 を 発 生 さ
せ る セ ン サ 素 子 を 設 け て い る 。 こ の 例 で は 指 紋 セ ン サ 素 子 自 体 を 板 バ ネ 等 に よ り 保 持 し 、
使 用 者 が セ ン サ 素 子 上 に 指 を 置 き セ ン サ 素 子 が 押 し 下 げ ら れ る と 、 セ ン サ 素 子 背 面 に 配 置
さ れ た ス イ ッ チ が 押 さ れ て 検 知 信 号 が 発 生 し 、 指 紋 入 力 装 置 が 活 性 化 す る 。 適 切 な 押 し 下
げ 圧 は 、 板 バ ネ の 反 発 力 及 び ス イ ッ チ が 押 さ れ た 感 触 に よ っ て 使 用 者 に 通 知 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － ２ ４ ０ ９ ０ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ５ ７ ３ ２ ８ 号 公 報
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 前 記 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る 従 来 の 技 術 で は 、 セ ン サ 素 子 を 保 持 す る
た め の バ ネ が 必 要 で あ る 。 こ れ に よ り 以 下 の 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
第 一 に 、 部 品 点 数 が 多 く な る 。 部 品 点 数 が 多 く な る と コ ス ト が 増 加 す る 上 に 、 装 置 を 小 型
化 ・ 軽 量 化 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
第 二 に 、 バ ネ を セ ン サ 素 子 お よ び 筐 体 に 固 定 す る た め の 機 構 が 必 要 で あ り 、 構 造 の 複 雑 化
を 招 き 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
更 に 、 セ ン サ 素 子 自 体 が 動 く 構 造 で あ る こ と に 起 因 し て 以 下 の 問 題 が 生 じ る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
第 一 に 、 セ ン サ 素 子 が 動 い て ス イ ッ チ を 押 す 構 造 で あ る た め 、 セ ン サ 素 子 背 面 と ス イ ッ チ
と の 間 に 間 隙 が 必 要 と な る 。 こ れ は 装 置 を 小 型 化 す る た め の 障 害 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
第 二 に 、 セ ン サ 素 子 が 適 切 に 動 く た め の ヒ ン ジ 、 ガ イ ド 等 の 機 構 が 必 要 で あ り 、 構 造 の 複
雑 化 を 招 き 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
第 三 に 、 ヒ ン ジ 等 の 可 動 部 は 故 障 の 原 因 と な り 易 く 、 装 置 の 保 守 性 ・ 信 頼 性 に 問 題 が 生 じ
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
第 四 に 、 指 と 接 触 す る た め に 外 界 に 暴 露 さ れ て い る 必 要 の あ る 指 紋 セ ン サ 素 子 が 可 動 で あ
る た め 、 防 水 性 ・ 防 塵 性 の 高 い 構 造 は 実 現 が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
そ こ で 本 発 明 は 、 指 が セ ン サ 素 子 に 置 か れ た こ と を 検 知 し て 、 消 費 電 力 を 削 減 し 、 部 品 点
数 が 少 な く 構 造 簡 単 な 指 紋 入 力 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 述 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 指 紋 入 力 装 置 は 、 指 紋 を 読 み 取 る た め の セ ン サ 素 子
及 び 指 が セ ン サ 素 子 に 置 か れ た こ と を 検 知 す る た め の ス イ ッ チ を 有 し 、 前 記 ス イ ッ チ の 作
動 に よ り 活 性 化 す る 指 紋 入 力 装 置 に お い て 、 前 記 ス イ ッ チ は プ ッ シ ュ 式 で あ っ て 、 前 記 セ
ン サ 素 子 及 び 前 記 ス イ ッ チ は 筐 体 に 固 定 さ れ 、 か つ 前 記 ス イ ッ チ は 前 記 セ ン サ 素 子 面 と 前
記 筐 体 を 挟 ん で 反 対 側 の 面 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 本 発 明 の 指 紋 入 力 装 置 は 、 指 紋 を 読 み 取 る た め の セ ン サ 素 子 及 び 指 が セ ン サ 素 子 に
置 か れ た こ と を 検 知 す る た め の ス イ ッ チ を 有 し 、 前 記 ス イ ッ チ の 作 動 に よ り 活 性 化 す る 指
紋 入 力 装 置 に お い て 、 前 記 ス イ ッ チ は 感 圧 式 で あ っ て 、 前 記 セ ン サ 素 子 及 び 前 記 ス イ ッ チ
は 筐 体 に 固 定 さ れ 、 か つ 前 記 ス イ ッ チ は 前 記 セ ン サ 素 子 面 と 前 記 筐 体 を 挟 ん で 反 対 側 の 面
に 配 置 さ れ 、 さ ら に 押 し 下 げ 圧 が 適 切 で あ る か ど う か を 使 用 者 に 知 ら せ る 手 段 を 設 け た こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 、 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
〔 構 成 〕
図 １ は 、 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 に お け る 指 紋 入 力 装 置 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
１ は 指 紋 を 読 み 取 る た め の セ ン サ 素 子 で あ る 。 セ ン サ 素 子 １ は 例 え ば 、 指 紋 の 稜 線 と 谷 間
を 光 学 的 に 読 み 取 る も の を 用 い る 。 セ ン サ 素 子 １ に は そ の 他 、 セ ン サ 素 子 面 と 指 紋 稜 線 ・
谷 間 と の 間 に 生 じ る 静 電 容 量 を 読 み 取 る も の 、 稜 線 と 谷 間 の 温 度 差 を 読 み 取 る も の 、 稜 線
と 谷 間 が セ ン サ 素 子 入 力 面 に 及 ぼ す 圧 力 の 差 を 読 み 取 る も の な ど が 考 え ら れ る が 、 本 発 明
で は そ れ ら の ど の 方 式 で も 良 く 、 ま た こ こ に 挙 げ た 以 外 の 方 式 で あ っ て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
２ は 指 紋 入 力 装 置 全 体 の 制 御 及 び セ ン サ 素 子 か ら 得 ら れ た 指 紋 画 像 の 処 理 を 行 う た め の 制
御 部 、 ３ は プ ッ シ ュ 式 の ス イ ッ チ 、 ４ は 筐 体 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
セ ン サ 素 子 １ 、 制 御 部 ２ 、 ス イ ッ チ ３ は 、 そ れ ぞ れ 筐 体 ４ に 固 定 し て 取 り 付 け ら れ て お り
、 ス イ ッ チ ３ は セ ン サ 素 子 １ と 、 筐 体 ４ を 挟 ん で 反 対 側 の 面 （ 向 き 合 う 面 ） に 配 置 さ れ て
い る 。 ス イ ッ チ ３ は 矢 印 ３ １ で 示 す 方 向 に 押 し 込 む こ と が で き る 。 ス イ ッ チ ３ を 押 し 込 む
た め に 必 要 な 力 は 、 セ ン サ 素 子 １ に 指 を 置 い た 際 に 最 も 良 好 な 指 紋 画 像 が 得 ら れ る 押 し 下
げ 圧 と 同 じ 力 に な る よ う 、 あ ら か じ め 設 定 さ れ て い る 。 制 御 部 ２ は ス イ ッ チ ３ が 押 さ れ た
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こ と を 検 知 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
〔 動 作 〕
図 ２ ， ３ は 、 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 に お け る 指 紋 入 力 装 置 の 動 作 を 示 す 側 面 図 、 同 斜 視
図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 発 明 に よ る 指 紋 入 力 装 置 は 、 非 使 用 状 態 で は 消 費 電 力 を 最 小 化 す る た め に 待 機 状 態 に あ
る 。 待 機 状 態 で は 、 ス イ ッ チ ３ か ら の 信 号 を 検 知 す る の に 必 要 な 部 分 の み が 活 性 化 し て お
り 、 そ の 他 の 部 分 は 不 活 性 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
使 用 者 が 指 紋 入 力 装 置 を 使 用 す る 際 に は 、 入 力 さ れ る べ き 指 ５ １ を セ ン サ 素 子 １ に の せ 、
指 ５ １ と こ れ と は 異 な る 指 ５ ２ と で 筐 体 ４ を 掴 む よ う に 把 持 す る 。 ス イ ッ チ ３ は セ ン サ 素
子 １ の 反 対 側 の 面 に 配 置 さ れ て い る の で 、 指 ５ ２ が ち ょ う ど ス イ ッ チ ３ の 位 置 と な り 、 直
接 ス イ ッ チ ３ に 接 触 し て い る 。 使 用 者 が 指 紋 入 力 装 置 を 掴 む こ と に よ り 、 指 ５ ２ が ス イ ッ
チ ３ を 押 し こ む 。 ス イ ッ チ ３ を 押 し 込 む た め の 力 は 、 セ ン サ 素 子 １ が 最 も 良 好 な 指 紋 画 像
を 得 ら れ る 押 し 下 げ 圧 に 設 定 さ れ て お り 、 指 ５ １ が セ ン サ 素 子 １ を 押 し 下 げ る 力 と 、 指 ５
２ が ス イ ッ チ ３ を 押 し 込 む 力 と は 作 用 反 作 用 の 関 係 に あ る た め 等 し い 。 使 用 者 は 、 プ ッ シ
ュ 式 ス イ ッ チ の 押 し 込 み 力 に よ っ て セ ン サ 素 子 １ へ 適 切 な 押 し 下 げ 圧 を 知 る こ と が で き る
。 よ っ て 指 ５ １ が セ ン サ 素 子 １ を 押 し 下 げ る 力 は 、 最 も 良 好 な 指 紋 画 像 を 得 ら れ る 押 し 下
げ 圧 と な る 。 加 え て 指 ５ １ と 指 ５ ２ と で 筐 体 ４ を 把 持 す る こ と に よ り 、 指 ５ １ の 位 置 は セ
ン サ 素 子 １ 上 に し っ か り と 固 定 さ れ 、 ぶ れ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ス イ ッ チ ３ が 押 さ れ る こ と で 、 制 御 部 ２ （ 図 １ ） に 指 紋 の 入 力 開 始 信 号 が 送 ら れ る 。 こ の
入 力 開 始 信 号 に よ っ て 、 待 機 状 態 で あ っ た 指 紋 入 力 装 置 が 活 性 化 す る 。
活 性 化 し た 指 紋 入 力 装 置 は セ ン サ 素 子 １ 上 に 置 か れ た 指 ５ １ か ら 指 紋 画 像 を 取 得 す る 。 ス
イ ッ チ ３ が 押 さ れ て い る こ と か ら 、 セ ン サ 素 子 １ に 指 ５ １ が 置 か れ て お り 、 か つ そ の 押 し
下 げ 圧 は 適 切 で あ る こ と が 保 証 さ れ る 。 よ っ て 、 セ ン サ 素 子 １ か ら の 画 像 が 指 紋 画 像 で あ
る か ど う か の 判 定 、 及 び 指 紋 画 像 が 所 定 の 品 質 を 満 た し て い る か の 判 定 を ソ フ ト ウ ェ ア で
行 う 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
制 御 部 ２ は 得 ら れ た 指 紋 画 像 に 対 し て 所 定 の 信 号 処 理 を 行 う 。 制 御 部 ２ に よ る 処 理 が 終 了
す る と 、 電 力 の 消 費 を 抑 え る た め 、 指 紋 入 力 装 置 は 再 び 待 機 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
〔 他 の 実 施 形 態 〕
図 ４ は 、 本 発 明 の 第 二 の 実 施 形 態 に お け る 指 紋 入 力 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
第 二 の 実 施 形 態 は 、 指 紋 入 力 装 置 の 筐 体 ４ の 外 側 に 制 御 部 ２ を 配 置 し た 例 で あ る 。 こ の 場
合 、 指 紋 入 力 装 置 が 接 続 さ れ る 装 置 、 例 え ば コ ン ピ ュ ー タ の 機 能 を 利 用 し て 、 制 御 部 ２ の
機 能 を 実 現 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ５ は 、 本 発 明 の 第 三 の 実 施 形 態 に お け る 指 紋 入 力 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
こ の 実 施 形 態 は 、 図 １ に 示 す 第 一 の 実 施 形 態 の も の に 、 防 水 性 が あ り 柔 軟 な シ ー ト ６ を 、
ス イ ッ チ ３ を 覆 う よ う に 加 え た も の で あ る 。 こ の よ う な 構 造 と す る こ と で 、 筐 体 ４ は 内 部
が 完 全 に 密 閉 さ れ 、 防 水 ・ 防 塵 性 に 優 れ た 指 紋 入 力 装 置 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
図 ６ は 、 本 発 明 の 第 四 の 実 施 形 態 に お け る 指 紋 入 力 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
こ の 実 施 形 態 は 、 第 一 の 実 施 形 態 で は プ ッ シ ュ ス イ ッ チ で あ っ た ス イ ッ チ ３ を 感 圧 式 の ス
イ ッ チ と し た 例 で あ る 。 感 圧 式 ス イ ッ チ は 可 動 部 が 全 く な い た め 、 プ ッ シ ュ ス イ ッ チ を 用
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い る 場 合 よ り も 更 に 装 置 を 小 型 化 す る こ と が で き る 。 ま た 、 故 障 が 少 な く 信 頼 性 の 高 い 指
紋 入 力 装 置 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
第 一 か ら 第 三 の 実 施 例 に お い て 使 用 者 は 、 プ ッ シ ュ 式 ス イ ッ チ の 押 し 込 み 力 に よ っ て セ ン
サ 素 子 １ へ 適 切 な 押 し 下 げ 圧 を 加 え る こ と が で き た 。 感 圧 式 ス イ ッ チ の み で は 使 用 者 は 適
切 な 押 し 下 げ 圧 を 知 る こ と が で き な い 。 よ っ て こ れ を 補 う た め 、 発 光 装 置 ７ を 設 け て い る
。 発 光 装 置 ７ は 、 感 圧 式 ス イ ッ チ ３ が あ ら か じ め 定 め ら れ た 圧 力 を 検 知 し た 場 合 に 発 光 す
る 。 こ の 圧 力 は 、 第 一 か ら 第 三 の 実 施 形 態 で プ ッ シ ュ ス イ ッ チ の 押 し 込 み 力 を 設 定 し た の
と 同 様 に 、 セ ン サ 素 子 １ が 最 も 良 好 な 指 紋 画 像 を 得 る こ と の で き る 押 し 下 げ 圧 に 設 定 す る
。 使 用 者 は 、 発 光 装 置 ７ が 発 光 す る よ う セ ン サ 素 子 １ へ の 指 の 押 し 下 げ 圧 を 調 整 す る こ と
で 、 良 好 な 品 質 の 指 紋 画 像 を 入 力 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
発 光 装 置 の 代 わ り に 、 ス ピ ー カ 、 ブ ザ ー 等 の 発 音 装 置 や 、 バ イ ブ レ ー タ 等 の 触 覚 に 訴 え る
装 置 と し て も 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ま た 、 制 御 部 ２ を 第 二 の 実 施 形 態 の よ う に 筐 体 ４ の 外 側 に 配 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 は 、 第 一 の 効 果 と し て 、 指 が セ ン サ 素 子 に 置 か れ た こ と を 示
す 信 号 を ス イ ッ チ に よ っ て 発 生 さ せ る こ と で 、 指 紋 入 力 の タ イ ミ ン グ が 正 確 に 取 得 で き る
。
【 ０ ０ ４ ６ 】
こ れ に よ り 指 紋 が 入 力 さ れ て い な い 時 間 は 指 紋 入 力 装 置 の ほ と ん ど の 部 分 を 不 活 性 化 し 、
待 機 状 態 と す る こ と が で き る 。 そ の た め 消 費 電 力 を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
ま た 、 セ ン サ 素 子 か ら の 入 力 画 像 が 指 紋 か ど う か を 判 定 す る ソ フ ト ウ ェ ア 処 理 が 不 要 と な
る た め 、 ソ フ ト ウ ェ ア を 簡 略 化 す る こ と が で き る 。 こ の た め ソ フ ト ウ ェ ア の 格 納 容 量 と 処
理 量 を 低 減 す る こ と が で き 、 消 費 電 力 を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
第 二 の 効 果 と し て 、 指 が セ ン サ 素 子 に 置 か れ た こ と を 示 す 信 号 を 発 生 さ せ る 機 構 を 持 つ 従
来 の 方 法 に 比 し て 、 部 品 点 数 を 減 ら す こ と が で き 、 よ り 安 価 で か つ 小 型 ・ 軽 量 の 装 置 を 製
造 ・ 供 給 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
第 三 の 効 果 と し て 、 同 じ く 従 来 の 方 法 で は 可 動 し て い た セ ン サ 素 子 が 可 動 し な い た め 、 防
水 性 ・ 防 塵 性 に 優 れ た 構 造 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
第 四 の 効 果 と し て 、 第 三 の 効 果 と 同 じ 理 由 に よ り 故 障 し 易 い 可 動 部 が な く な る こ と か ら 、
故 障 が な く 信 頼 性 の 高 い 装 置 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
第 五 の 効 果 と し て 、 ス イ ッ チ を 押 し 込 む こ と に よ っ て 、 使 用 者 は 適 切 な 押 し 下 げ 圧 を 知 る
こ と が で き る 。 こ れ に よ り 常 に 高 品 質 の 指 紋 画 像 を 得 る こ と が で き る 。 よ っ て 取 得 し た 指
紋 画 像 が 所 定 の 品 質 を 満 た す か ど う か を 判 定 す る ソ フ ト ウ ェ ア 処 理 が 不 要 と な り 、 ソ フ ト
ウ ェ ア の 簡 略 化 が 可 能 に な る 。 そ の 結 果 消 費 電 力 を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
第 六 の 効 果 と し て 、 使 用 者 が 筐 体 を 保 持 す る こ と で 指 紋 入 力 中 の 指 の ぶ れ を 防 止 で き 、 高
品 質 の 指 紋 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 に お け る 指 紋 入 力 装 置 の 構 成 を 示 す 断 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 に お け る 指 紋 入 力 装 置 の 動 作 を 示 す 側 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 に お け る 指 紋 入 力 装 置 の 動 作 を 示 す 斜 視 図
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【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 二 の 実 施 形 態 に お け る 指 紋 入 力 装 置 を 示 す 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 三 の 実 施 形 態 に お け る 指 紋 入 力 装 置 を 示 す 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 四 の 実 施 形 態 に お け る 指 紋 入 力 装 置 を 示 す 図
【 図 ７ 】 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る 指 紋 入 力 装 置 の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 セ ン サ 素 子
２ 　 制 御 部
３ 　 ス イ ッ チ
４ 　 筐 体
５ １ ， ５ ２ 　 指
６ 　 シ ー ト
７ 　 発 光 装 置
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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